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1 は じ め に
イギリスの外使バーンズ (A. Burnes) は，1837 年カーブル (Kābul) への 2 度目の
旅の際にのようなことを書き記している。
カーブル自體の古代	はよくはわからない。ここの人々自身はノアの 2 人の息子，
Cakool と Habool が彼らの祖であるという。彼らによれば，2人はこの土地の名に
ついて爭い，ついにはそれぞれの名から 1ずつをとって組み合わせることで
合した。それゆえカーブルとなったのである，と。ヒンドゥーは，イスラーム
敎徒に滅ぼされた荏配者で，Urj という名で知られる王はVikramajeet の 4 代後の
子孫であると張する。しかしVikramをそれほど我々にい時代に位置づけるよう
な歷	書は知られていない。ある者によれば Urj は拜火敎徒 (Gubr) で，Silur と
Toor という 2人の兄弟がいた。彼は印しばしばCabool Shah という名で呼ばれる。
(Burnes 1842 : 264-265)
バーンズが初に述べているように，實はカーブルの古代	には不な點が多い。すで
に 19 世紀から東西の硏究者は，當時知られていた獻や貨などに基づいてそれを復
元する試みを行ってきた。地理學者ド・プラノール (X. de Planhol) が『イラン百科
事典 (Encyclopaedia Iranica)』に執筆したカーブルの歷	地理に關する項目 (Planhol 2009)
は，古代から現代までのカーブルの歷	をÏった極めて貴重な論考であるが，記述の
眼はアフガン王國以影，特に 19 から 20 世紀の都市の變容に置かれている。また殘念な












東を Koh-e Āsheqān および Koh-e Safī の山々，南を Sefīd Koh, Koh-e Qorugh, Surkh
Koh の山々，西をパグマーン (Paghmān) 山.によって限られた地域である。同じく『イ
ラン百科事典』にカーブル地方の自然地理に關する項目を執筆したヴィルデ (A. Wilde)
はこの盆地1體を五つの地勢*區畫に區分するが (Wilde 2009)，大まかにはそれらはヒン





であった (cf. Planhol 2009 : 282)。南北の閒を6てるのは，低く小さな山や丘陵であり，兩
者の閒の7は容易である。本稿ではカーブルと呼ぶ場合にはこの南側の地域8びその
中心都市を，カーピシーと呼ぶ場合には北側とその中心都市 (現在のベグラーム (Begram)











(1) Ortspana, Kaboura, Kabalite
この地域が初に組織*な形で記錄に留められたのは紀元 4 世紀，アレクサンドロ
スの@征とそれに付隨して成立したギリシア語獻の上においてであった。アレイア







1 ) カニンガム (A. Cunningham) はこの川の名稱自體はヴェーダに見えるKubhāに由來する
とする (Cunningham 1979 : 31)。
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地圖 1：カーピシー/カーブル盆地 (Google Map 提供地形圖をもとに作成)






方にある。(飯尾譯 1994 : ii, 432)






レクサンドリアまで 575 マイル，ドランギアネの市プロプタシアまでは 199 マイル，
アラコシアの町までは 565 マイル，ホルトスパナまでは 175 マイル，そこからアレ
クサンドリア市までは 50 マイル (この記錄のある寫しには5った數字がのっている)。こ
の市はカフカス山.のすぐ下にあると述べられている。それからコペタ河およびイ
ンドの町ペウコラティスまでは 237 マイル，そこからインダス河とタクシラの町ま
では 60 マイル，H名なヒュダスペス河までは 120 マイル，それに劣らずH名なヒュ
パシス河までは 390 マイル――これがアレクサンドロスの@征のI點であった。(中
野・他譯 1986 : i, 259-260)
カンダハール (Qandahār) 周邊を指すと考えられているアラコシア (Arachosia) と，現在
のベグラーム9跡たるカーピシーにあったと覺しきアレクサドリアの閒，しかもアレク
サンドリア寄りにあるとされる「ホルトスパナ」はリトレ (É. Littré) やマイホフ (C.





やや遲れてプトレマイオス (Ptolemaios) は 2 世紀，
代のカーブル
399 〔136〕
Kaboura あるいは Ortospana と呼ばれる [まち] (Καβουρα ηʻ καί ʼΟρτοσπανα) (VIII-5 ;











ストスとブデッラである。(蔀 1997 : 22 ; cf. Casson 1989 : 80)
とあるが，ここに見える地名のうち，オゼーネー (ʼΟζήνη) は Ujjain，バリュガサ
(Βαρύγαζα) はインド西海岸のバルーチ (Bharuch)，スキュティアー (Σκυθία) はインダス
川下液スィンド (Sind) 地方に同定されている (蔀 1999 參照)。またプロクライス
(Προκλα ί･･δ) は現在のチャールサダ (Chahārsada=Pus
̇
kalāvatī) を中心とするやや廣い地方に
あてられている (Casson 1989 : 204)。カバリテー (Καβαλίτη) はカーブル，あるいはカーブ
ル川と結びつけて解釋されており，キャソン (L. Casson) はプロクライスに集められるナ
ルドスが，カーブル周邊，ヒンドゥークシュ邊，およびカシミール (Kashmir) 方面か
らWばれたものではないかと見ている (Casson 1989 : 207)。一方，揭のプトレマイオス
はパロパミサダイ (Paropamisadai) 北部に Bolitai (Βωλιται) という部族がいると記錄し
ているが (中務譯 1986 : 112)，『エリュトラー海案內記』の記述とあわせ，これは7常
Kabolitai と復元され，カーブル邊の民を指し示すものだと考えられてきた。
紀元後のカーピシー/カーブル地域に關する西方の記述はおおよそ以上の7りだが，
2 ) ただし Καβουρα の部分は寫本のヴァリアントとして「Karoura (Καρουρα)」があり (cf.
Ronca 1971 : 69)，これは同書VII-1 に「ケロボトロス王の都」として記されるまちと同じ
形である。キュリエル (Raoul Curiel) はそれゆえ，プトレマイオスには，Καβουραが「王
の都」である，との記述があるのだ，と述べている (Curiel 1953 : 129，なお後段參照)。
しかし VII-1 に見える Καρουραは一般にインド南西海岸の地名だとみなされており (cf.
McCrindle 2000, : 182)，Καβουρα>Καρουραという連想は成り立たない。Mするに，プト
レマイオスに登場するカーブルらしき地名は一カLのみなのである。




によってであるという點は,してよかろう。すでにウィルソン (H. H. Willson) はこの






ār) と結びつけ (Wilson 1841 : 176)，カニンガムもそれをFBしている
(Cunningham 1979 : 28)。Mするにオルトスパナはカーブルの別名，あるいは古名だという
考えである3)。フーシェ (A. Foucher) はストラボンの記述を分析し，そこに描かれるア









傳罽賓國の條) と記されるこの地名をカニンガムは，レミュザ (J. -P. A. Rémusat) に從っ
て Kophene (<コペン川) にc元し，カーブル川液域の地域1體に與えられた呼稱だと
考えた。これに對してターン (W.W. Tarn) はカーブルのまちそのものが當時 Kophen と
呼ばれていたのであり，罽賓はその寫に相5ないと考えている (Tarn 1951 : 472)。その




定した (白鳥 1917)。なお彼によれば罽賓のはKophene とは關係がない。
その後，韻*に漢代の罽賓がカシミールを示すことがプーリーブランク (E. G.
Pulleyblank) によってらかにされたが (cf. Pulleyblank 1962)，d代までの諸$料にあらわ
れる罽賓が指し示す地域は，$料それぞれの.や，それぞれの時代の政治狀況の中で，
3 ) ターンはオルトスパナがカーブルのイラン語名なのではないかとも記している (Tarn
1951 : 471 & n. 4)。
代のカーブル
397 〔138〕
カシミールからカーピシー/カーブルまでの閒で搖れているように見える (Cf. 桑山 1990 :




























1979 : 15)，その地名の語源自體はカーブル (あるいはカーブル川) と關連すると考えた。た
だし彼は當時まちの名としてはオルトスパナが7稱であり，それがアレクサンドリアの
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円設で中心都市の地位を奪われ，その後のインド・サカ時代に復活したのだろうとして
いる。ナライン (A. K. Narain) はターンが罽賓をカーブルにあてたのを批rし，罽賓が當
時はカシミールをさしたと述べるが，一方で高附についてはこれをカーブルにあてよう






のコクチャ (Kokcha) 川上液域，ファイザーバード (Fayzābād) の東，ムンジャーン
(Munjān) 川とアンジョマン (Anjoman) 川が合液するジュルム (Jurm) 邊の古名であ
るヤムガーン (Yamghān) にあてようとした (白鳥 1911-12 : 119-120)。シモネッタ (A. M.
Simonetta) は安息=パルティアだとする限り，高附をカーブルにあてるのは疑わしいの
ではないかと疑問をuし (Simonetta 1978 : 172)，余太山は『後漢書』の高附の比定につい
ては白鳥を踏襲した上で，『漢書』の高附と『後漢書』の高附は衣なる場Lだろうとしてい
る (余 1990 : 22 ; 2002 : 64)。ティエリー (F. Thierry) は『漢書』の「高附」はカーピシー，『後
漢書』の「高附」はカーブルをそれぞれ指し示しているのだと考える (Thierry 2005 : 469-
472)。さらにグルネ (F. Grenet) は『後漢書』に「高附」翖侯が「都密」翖侯に置き奄え
られているのに,目し，(『後漢書』の) 高附を都密=テルメズ (Termez) 傍にもとめ，
































古學{査團 (Délégation Archéologique Française en Afghanistan) の報吿書 Trésors moné-
taires dʼAfghanistanの中でカニンガムの議論に考古學*知見を加え，7世紀以のカーブ
ルの歷	をのように再成した (Curiel 1953 : 128-130)。




②  3 世紀Rば，エラトステネスは Ortospana というまちに言8するが，これは後
のプトレマイオスの記述 (上段參照) を勘案すれば，カーブルのことだと考えられ
る。
③ 1 世紀のプリニウス，2世紀のプトレマイオスがKaboura という王のまちがあること
に言8している。
Ortospana が言8されている (Ammianus Marcellinus 1972 : ii, 389)。ただし，これが一
%報であるのか，二*%報なのかのr斷は難しい。
↘
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④ カーブル周邊の9跡，Shevaki, Kamari, Yakh-Dara, Senȷ̆ed-Dara, Seh Topan, Gul
Dara等のストゥーパ，僧院をフーシェは 2世紀円立のものと考えている。
⑤ カーブル郊の Saka城塞はパルティア時代の円と考えられている。
⑥ 4 世紀Rば，カーブルの名はペルセポリス (Persepolis) のシャープール (Shāpūr)
碑に現れる。
⑦ カーブルおよび Kābulistān は多くのパフラヴィー語テキストに言8される。
⑧ 同じ頃，アミアヌス・マルセリヌスはパロパニサダエのまちとして Ort(h)ospana に
言8する。
⑨ テペ・マランジャーン (Tepe Maranjān) の9物は 4 世紀末に，ハイル・ハーナ
(Khayr Khāna) のそれは 5世紀に屬するから，その頃これらの9跡が円立されたと考
えられる。






キュリエルがあげる 3 世紀から 7 世紀のカーブルの存在に關する$料は⑥，⑦，⑩であ
る。
まず，いわゆるパフラヴィー語テキストであるが，これらを網羅*に{べ上げる事は
筆者の能力を超えているので，ここではニーベリ (H. S. Nyberg) の A Manual of Pahlavi
に錄されているテキストをとりあげて考えてみる。その中では Kārnāmak i Artaxšīr i
Pāpakān，Legend of Keresāspa，および Šahrestānīhā ī Ērānšahrには“kʼpwl/kʼwly”と
いう語が見える (Nyberg 1964 : 8, 17, 31, 115)。ニーベリはこれを,してカーブルであると
している (Nyberg 1974 : 116)。それぞれのテキストの成立年代や寫本の狀況の詳細につい
て嚴密に議論することもまた筆者の能力を超えているが，これらのテキストのうち，
ニーベリが利用している二者の寫本の多くは極めて怨しい時代の成立であることは留




ワード (Kavād) 1 世時代，あるいはホスロー (Khosrō) 1 世時代に成立したのではないか
と言う (Daryaee 2002 : 7)。そこにはの一がある。
代のカーブル
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南方では，カーブルのまちを Spandyād の息子 Ardaxšīr が円設した (pad kust [ī]
nēmrōz šahrestān ī kābul ardaxšīr ī spandyādān kard ēstēd)。(Daryaee 2002 : 15, 19)






ステテール (J. Darmesteter) によって硏究され (Darmesteter 1894)，さらにボイス (M.
Boyce) によるモノグラフが出版されている (Boyce 1968)。ボイスの英譯に從えばそこに
はのような記述がある。








(Balkh) 川からアゼルバイジャン (Āðarbāigān)，Persarmenia の地域の果てまで，
さらにユーフラテスとアラブの地からオマーン (Ōmān)，マクラーン (Makrān) に至
り，そこからカーブルとトハリスターン (Toxaristān) までです。この第 4 の區域が
大地の中でもすばらしいもので，他の地域に對して頭であり臍であり，背であり
腹であるような地です。(Boyce, 1968 : 63)
書かれている.からすれば，ここでいうカーブルは我々が知っているカーブルに他
ならないだろう。しかしこの手紙のオリジナルはすでに失われ，現在殘っているのは 7
世紀にイブン・アルムカッファ (Ibn al-Muqaffaʻ) がパフラヴィー語からアラビア語に
譯し，さらに 13 世紀にイブン・イスファンディヤール (Ibn Isfandiyār) がペルシア語に
重譯したもののみである。手紙の書き手であるタンサル (あるいは Tōsar) はササンp初
代皇¥アルダシール (Ardashīr) に仕えた人物だというが，ダルメステテールやクリステ
ンセン (A. E. Christensen) らは記述の內容から見てこの手紙が，6 世紀，ホスロー 1 世の
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時代に書かれたものではないかと考えた。ボイスはこれをBめつつも，手紙の內容の中









ポリスのシャープール碑である。1811 年にウーズリー (W. Ouesley) によって發見され，
ササンpシャープール 2 世の時代 (在位 309-379) に刻まれたと考えられる 2種の碑の
うち，第 2碑に 2 カL，第 2 行目と第 11 行目に“kʼwly”という語が現れる。フライ
(R. N. Frye) による英譯を以下に示す。
(It is) in the month of Tīr of the year 18 on the day of Ohrmazd, that I Seleucus, the
judge of Javedshapur and Kabul have come to Persepolis. . . . . . . And from here may I
arrive in safety to the court of His Majesty, and may I see His Majesty Shapur the King
of Kings in piety and health. And may I return in piety (and) health to Kabul. (Frye
1966 : 87)
しかしながら，この碑にあらわれる“Kabul (kʼwly)”については，フライ自身がその
後これを「ファールスにあるKavar｣5) と讀み直している (Frye 1969 : 144, n. 1)。ただしそ
の後ジニュー (P. Gignoux) はフライの修正案に言8した上で，長母の位置の問題から











udūd al-‘Ālamにファールスの Kavār として見える地名 (Minorsky 1982 : 74)。12 世紀
の Fārs-nāma にもアルダシール・フッラ (Ardashīr Khurra) 地方のまちの名として




ズラン (R. Gyselen) によるササンpの行政地理に關する優れた硏究は，著者がBめてい
る7りほぼカワード 1 世，ホスロー 1 世時代以影が對象となっているが，後R部分に
Shāhbuhr/Shāpūr というM素を持つ地名でも東方に見えるのは Nēv-Šāhbuhr，すなわ
ちニーシャープール (Nīshāpūr) である (Gyselen 1989 : 17)6)。一方 dādvarは裁r官を
味するが，4世紀，カーブルにササンpに任じられた裁r官がいたのかどうかは1く不
である。これもギズランの硏究で見る限り，ササンpのシールにあらわれる回數は少な











④ Shevaki，Kamari，Yakh-Dara，Senȷ̆ed-Dara，Seh Topan，Gul Dara等カーブル周
邊に殘るストゥーパ，僧院は 2世紀円立のもの。
⑤ カーブル郊のサカ城塞はパルティア時代の円立。
⑨ テペ・マランジャーンの9物は 4 世紀末に，ハイル・ハーナのそれは 5 世紀に屬す
るから，その頃これらの9跡が円立された。
等の證據に基づいて，7世紀以のカーブルの存在を說しようとした。確かにこれらの
9跡や9物は現在のカーブルからのG離や位置關係 (地圖 2參照) から見ても，カーブル
というまちの存在が提となって円されたと考えてよかろう。あるy度の規模以上の
宗敎施設はそれを物質*に荏える都市の存在と切り離して考えることができないからで
6 ) ただしルリエ (P. Lurje) は，ブハラ (Bukhārā) の“Kāmšāpūr”というW河の名が
シャープール 1 世のトランスオクシアナ征vに由來するものである可能性を指摘しており
(Lurje 2003)，もしそうであれば知られているも東方にある shāpūr/shābuhr というM素
を持つ地名と言うことになる。
東 方 學 報
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ある。しかし問題はその円年代である。
フュスマン (G. Fussman) はの硏究においてカーブル周邊の佛敎9跡の年代をおお
よそのように提示した (Fussman 2008)。まず Shevaki については，いわゆる Shevaki I
が 5 世紀から 7 世紀，Shevaki IIIはそれに先立つ 300 年から 500 年の閒の創円，Kamari
もやはり 300-500 年の閒，Seh Topan IVは 300 年から 600 年の閒，Gul Dara は 350 年か
ら 400 年の閒，あるいは 400 年から 600 年の閒，テベ・マランジャーン Iが 400 年から
700 年の閒の創円で，しかもそれらに對しては 400 年から 650 年の閒になんらかの增廣が
加えられている。すなわちこれらの9跡年代は，現時點での%報に基づくならおおよそ 4
世紀から 6 世紀という年代に起源を持ち，しかも規模が大きくなるのは 5 世紀以影のこ
とであるといえる。また桑山正"はヒンドゥークシュ南側の圓形稜堡円築の檢討を7じ








Narenj) 佛敎寺院9蹟の發掘報吿において，發掘者であるパイマン (Z. Paiman) は，同寺




7 ) サカ城塞については，土器を再檢討したガルダン (J. -C. Gardin) らにより，ヘレニズム時




8 ) 2006 年に山內和也らによっても{査されたカーブルの Ziyārat-e Khoja Safāʼ から見つかっ
た佛敎關連9物も 5-6 世紀のものと推測されている (NRICP 2006)。この Ziyārat の邊で
は以から佛宴が發見されていた。キュリエルによればそれは觸地印を結んだ佛陀のsき
彫りで，カーブル»物館にL藏されていたという (Curiel 1953 : 129)。またフュスマンは
Khoja Safāʼ については，300 年から 500 年の閒の創円という年代を想定している






は，西曆 4 世紀以影ヒンドゥークシュ山.の南北において勢力をもったキダラ (kidara)，
エフタル (ēbo (dalo))，アルハン (alxan) といった銘を持つ貨の發行者を總稱して
「イラン系フン (iranischen Hunnen)」と呼んだ。彼によれば，ヒンドゥークシュ山.南側
においては 4 世紀末にキダラの貨が，ついで 5 世紀にはアルハンという銘を持つ貨
が登場する (Göbl 1967 : ii, 44ff.)。ゲブルやその後の貨學者はそれが，4 世紀から 5 世
紀にかけてキダラとアルハンという二つの勢力が相いでこの地域にo入あるいは登場
東 方 學 報
388〔147〕
(桑山 1990 : 282附圖およびFussman 2008 : ii, 191, pl. 3 をもとに作成)
① Begram ② Top Dara ③ Tapa Skandar ④ Khayr Khāna ⑤ Tepe Khazāna











たが，そのうちにはシャープール 2世貨が 326枚，アルダシール 2世貨が 28枚，シャー
プール 3世貨が 14枚含まれていた。キュリエルはシャープール 3世貨が相對*に少ない
ことから，その埋藏時#をシャープール 3 世の治世の早い時#，385 年頃と考えた
(Curiel 1953 : 119) が，アルラムはシャープール 3 世の在位より後の時代 (390 年頃) にこ












擴大させ，やがて肥沃なガンダーラをキダラの手から奪った。これは 4 世紀末から 5 世
9 ) ゲブルはテペ・マランジャーンから發見された金貨に kidaroという銘を讀み，貨が埋藏
されるにこの地域はキダラの荏配下，あるいは影¡下に入っていたと考えた。この見解
はクリッブ (J. Cribb) (1990) やアルラムによって繼承されている。しかしグルネはこの銘
に對して別の“Kay Wahrām”という讀みを與え，これが後のクシャノ・ササン王の
名であるという見解をとっている (Grenet 1996 : 388, n. 57 ; 2002 : 206)。この點に關する
も怨しい硏究については Cribb 2010 を見よ。








ālaqān) 奉獻銅板碑によれば，おそらくは 5 世紀末，アルハンにはメハマ (Mehama)，
ジャヴカ (Javukha)，トラマナ (Toramana)，ヒンギラ (Khingila) の 4 人の王がおり，ガ
ンダーラ地方の一部をそれぞれ瓜治していたと推測されるが，現在知られているこれら 4
名のアルハン王の貨はこのことを證據づけていると言う (Melzer 2006 ; Errington 2010)11)。




ザクシャー政權は 6 世紀の第 1 四R#には，東方へと重心を移したアルハン勢力にか













ターラカーンではなく，北西インド，ソルト・レンジ (Salt Range) 山.中にあるTalagan
に由來するとするド・ラ・ヴァスィエール (É. de la Vaissière) の說がある (La Vaissière
2007 [2012])。また 4 人の王のうち，メハマのみはヒンドゥークシュの北側を治める王で
あった可能性については，稻葉 2011 : 69, n. 1 ; 宮本 2012 : 427 を參照。
12) なおウィーン美Ç	美Ç館 (Kunsthistorisches Museum) において，2012 年 12 bより
2013 年 9bまでイスラーム時代以のヒンドゥークシュ南北にかかわる貨とその發行者





ヴェッツらの見解と，桑山の見解の5いについては，Kuwayama 2000 ; Alram & Pfisterer
2010 : 26 を參照。ヒンドゥークシュの北側についても，特にキダラの勃興年代に關して貨








記憶と考え，その舞臺をかつてアッカン (J. Hackin) らが發掘した，上下に二つの衣なる
神祠が重なっていることで知られるカーブルの北のハイル・ハーナ神殿址に比定した。





は太陽神を信仰する者であった (桑山 1990 : 299ff.)。アルラムは桑山が想定するこの出
來事は，實はアルハン勢力のカーピシー/カーブル地域への再到來という事件と關連する
のではないかと指摘したのである (Paiman & Alram 2013 : 90-91)。確かに，貨から想定
されるアルハン勢力の再到來の時#を，ゲブルは 6 世紀後Rとしたが，その後，たとえ







は窣利と同じくソグドを味するといった方向で解釋されてきた (cf. 水谷譯 1971 : 49 ; 桑
山¿ 1992 : 167)。吉田豐によれば，この語はバーミヤーン王の稱號として漢籍$料やアラ
ビア語$料に記錄される shīr と同樣のを寫した可能性が高いという (吉田 2013)14)。






代目であったという『舊d書』卷 198 の記錄である (cf. 桑山 1991 : 29)。馨孽は Khingila








ていた王から 7 世紀Rばまで，150 年以上の閒で王の代が 11回生じたというのは十






















16) Cf. Vondrovec 2010 : 176.
17) アルハンの荏者と太陽神信仰の關聯は確にはわからないが，ミヒラクラ
(Mihirakula) 治世の 15 年に Mâtrichêta なる人物が太陽神神殿を¶立したことを傳える
Gwaliyor の碑は，アルハンの荏者，特に西歸したとされるナラナに直接先行する王
ミヒラクラの時代に，彼の荏下の地域で，おそらくは王の是Bのもと太陽神が祀られて
いたことを示している。この碑については Fleet 1888 : 161-164參照。なおこの點につい
ては小倉智	氏より敎示をÀけた。記して謝を表する。




3．7 世紀から 13 世紀
(1) 7-8世紀
カーブルおよびその周邊地域に關する%報量が飛Î*に增加するのは玄奘がこの地域







一方玄奘の旅の 20 年ほど後，おそらくは 665 年頃，南方スィースターン (Sīstān) から
"擊したイブン・サムラ (ʻAbdullāh b. Samura) Åいるアラブ・ムスリムの軍勢はザーブリ
スターンからカーブルに至りこれを征vした，とアラブの年代記作者バラーズリー
(al-Balādhurī) は述べる (Balādhurī : 489)。しかしその 1 年後，カーブルのまちはカーブル







なった。(桑山¿ 1992 : 38)
18) カニンガムは玄奘が地域名としてあげる弗栗恃p戃Dがギリシア語$料の Ortspana<
Ortostana にあたるまちの名であり，護苾Dの方は Kopen を寫した，カーブル川液域の
廣い地域の名稱なのではないか，と考える (Cunningham 1979 : 30)。しかしもちろんこの
假說を積極*に荏持するような證據は一つも知られていない。
19) ただし桑山は，玄奘の弗栗恃p儻Dが實際にはカーブルを中心とする地方を指している可


































21) ただし後揭, 23) を參照。
東 方 學 報
382〔153〕
9 世紀のイブン・ホルダーズビフ (Ibn Khurdādhbih) は
カーブルはトハーリスターンの邊境 (thaghr) の 1 つである。それに屬するまちまち
には Fārwāf, Azrān, KhWAS, Khushshak, KhBRHがある。カーブルにはアロエが產
するが，上のものではない。ココヤシ，サフラン，シトロンもある。というのも
そこはヒンドの地にZ接しているのである。(Ibn Khurdādhbih : 37-38)











































こには王の旗が結ばれている。(Minorsky 1982 : 111)
とある。10 世紀に書かれた 3つの地理書に共7するのは，(1) カーブルの城塞の堅固さ，


















abarī : ii, 1206, 1219)。カーブルシャーが反アラブ勢力のH力なメンバーとして識され
ていたことのあらわれであろう22)。


















yā) は將軍イブラーヒーム (Ibrāhīm b. Jibrīl) を
スィースターン總督に任じ，そこからカーブルを攻めさせた。この軍勢にはトハーリス
ターンの諸王，バーミヤーン (Bāmiyān) 王ハサン (al-H
̇
asan al-Shīr) も加わっていた。
この軍はゴールバンド (Ghūrvand) のまち，ゴールバンドの峠 (fajj Ghūrvand)，
および ，そして人々が大いに崇敬していたところの偶宴が祀られ
ていた Shāh Bahār を制壓した。偶宴は破壞され，燒かれた。カーブルシャー［の瓜




22) 8 世紀Rのカーブルシャー，フロム・ケサル (From Kesar) がアラブ軍と戰って大lを
おさめたらしきことは，彼の發行にかかる貨の銘から知れる。稻葉 2010 : 154-155參
照。
23) マルクヴァルトはここにあらわれる“Kāwisān”をカーピシーにあてる (Marqart 1901 : 280)。
東 方 學 報
380〔155〕
不である24)。
9 世紀Rばに著されたアズラキー (Abū al-Walīd Muh
̇
ammad al-Azraqī) の Akhbār Makka
には，814-15 年カリフ，マームーン (al-Māmūn) の時代，カリフの命令によって wazīr
のファドル (al-Fad
̇
l b. Sahl) がカーブルに@征軍をÔÕし，この攻擊に影伏した當時の
カーブルシャーMHRAB BNY DWMYの王冠と玉座がメッカ (Mekka) にWばれたとい
う內容の碑が移錄されている (Ghafur 1965-66 ; Rahman 1979 : 85-86)25)。影伏の證として
シャーはイスラームをÀけ入れたというが，しかしもちろんこれによってカーブル地方
が恒久*にイスラーム<したわけではなかった。


























やスワートの Udigram の語源と關わるという) に由來するのだとしている (Rahman
2005 : 418)。












られるという (Rahman 1979 : 111, 114 ; cf. 稻葉 1994 : 236)29)。
(3) ガズナからモンゴルまで
カーブルが恒久*にムスリムの荏配下に入るのはさらに 80 年の後，ガズナpの時代に








ないが，986-87 年にセビュクテギン軍はカーブルの東，ラムガーン (Lamghān) 邊でヒ
ンドゥーシャー軍と戰いこれを打ち破っているから，カーブルがムスリムの荏配下に定



































されていたことが見えるのみである (Bayhaqī : 377 ; cf. Bosworth & Ashtiany 2011 : i, 397)31)。




ジャラール・アッディーン (Jalāl al-Dīn) をFうモンゴル軍がヒンドゥークシュ南麓にも
到した。モンゴル軍に對抗するために集結したホラズムシャーpとゴールpの9臣
はガズニに據點をえ，その後カーブルの北パルワーン (Parwān) においてモンゴル軍
と戰いこれを打ち破った (Juwaynī : ii, 194-95)。ここでもアフガニスタン東部の中心は未だ
ガズニであり，カーブルはマイナーな都市として名があげられるのみである32)。
さらにモンゴルの征v直 (1200-1220 年頃？) に書かれたと考えられているナジーブ・
バクラーン (Muh
̇
ammad Najīb Bakrān) の地理書 Jahān-nāmaにもカーブルは現れていな
い33)。一方その 100 年餘り後に書かれたムスタウフィー (Hamdullāh Mustawfī) の地理書
Nuzhat al-Qulūbでは，カーブルはまちの名ではなく地方 (mamlakat) の名として言
8されており (Mustawfī : 261)，まちそのものについての說や言8は見られない。
以上を槪觀するなら，7 世紀にカーブルシャーの王國が成立してから 250 年ほどの閒，




32) いわゆる Karīmī本の Jāmiʻ al-tawārīkhにもカーブルの語は見えない。ただ，ロウシャン
(M. Roushan) とムーサーヴィー (M. Mūsāwī) によるテキストではKarīmī本にはない一
が見え (Rashīd al-Dīn : 522)，そこではチンギス・ハンがジャラール・アッディーンを





























ルすることができた (稻葉 1994 : 208-209)。カーブルはこのガズニの大發展の陰に隱れて
しまい，歷	$料に十分な記述がなされないようなポジションに置かれたといってよい。
その狀況が再び變<するのはティムールp時代になってからである。
4．14 世紀から 18 世紀













































サマルカンド (Samarqand)，テルメズ，バグラーン (Baghlān)，アンダラーブ (Andarāb)
Ñしていた民で，玄奘がバンヌー (Bannū) からガズニに向かうè上，「阿j永」として言
8している者と同一であろう (『慈恩傳』卷 5；孫・謝 2000 : 115)。ガズナpやヘラート



























がホラーサーンやマーワラー・アンナフル (Mā warāʼ an-Nahr) と同樣にカーブル郊に
おいて大規模な灌漑工事を行ったことを，ティムールの瓜治政策におけるカーブルの重
M性の現れであると指摘している (加÷ 1971 : 203)。これは言うまでもなく，北インドと
ティムールの本據である中央アジアを結ぶ重Mな位置にこのまちがあったことによるの
である36)。
(3) バーブル (Bābur) およびムガル時代
このティムールの開發の成果はそのほぼ 100 年の後，彼の子孫であるバーブルの時代
に花開いていた。バーブルは 1504 年カーブルを得，それから 1525 年までこのまちを活
35) ティムールの王子シャー・ルフ (Shāh Rukh) のこと
36) ちなみに現在まで知られている限りにおいて，mint としてカーブルの名が刻まれる貨






















































クバル (Akbar/位 1556-1605 年) の著名な宰相であるアブー・アルファドル (Abū al-Fad
̇
l)
の著作である Āʼīn-e Akbarī はカーブルについてのように記している。
ヒンドゥークーフ (ヒンドゥークシュ) はカーブルをバダフシャーン (Badakhshān) お
よびバルフとGてている。g來するトゥーラーン (Tūrān) の民が用いるCは 7 本あ








それらはHaft Bachcha と呼ばれている。アンダラーブからは 2本のCが上ってきて，
高い峠の下で 1 つに合液し，ハフト・バッチェから［パルワーン］へと出てくる。
大層苦勞するCである。他の 3 本のCはゴールバンド溪谷を7り，パルワーンへ向
かう。もいのは Bāʼikī Būl (Yangi-Yuli) 峠を7るもので，ワリヤーン (Waliyān)
とヒンジャーン (Khinjān) へと7じる。別のものは Qibchāk峠を越えるもので，や














3．バンガシュ (Bangash)。Dhankot の渡しでインダスを渡り [到する]。
4．ナガル (Naghar) C。
5．ファルムル (Farmul) C。Chaupāra の渡しでインダスを渡り [たどり着く]。
(Abū al-Fad
̇
l : i, 590 ; cf. Jarrett 1978 : ii, 405-406)38)









まちを心地よいものとしている。1 つは Lalandar から液れみ，シャフル・アー
ラーを拔けてまちを液れる川で，Jūy-e Khat
̇
ībān と呼ばれる。もう 1 つは Deh-e
Yaʻqūb の隘路から發し，デリー (Delhī) 門を經て Deh-e Maʻmūra へと液れる。
Jūy-e Pul Mastān と呼ばれ，者よりも淸で澄んでいる。そのくにはMāhum
Anaga と呼ばれるW河が設けられている。これはたいそう	利である。それにZ接
するのが Gulkana 街區で，目に心地よく，心を樂しませる場Lである。[シャー・
カーブルの] 丘からまちに向かって 3 本の水路が液れている。その 1 本の出發點に
37) ヒンドゥークシュ山.越えの峠Cについては稻葉 2013 : 11-14 も參照。
38) 東部アフガニスタンからインダス液域へ拔ける諸Cについては，稻葉 2002參照。






























および宗敎施設に對して行った寄"に關するこの書は，チェホヴィッチ (О. Д. Чехович)
の Самаркандские документы, XV-XVI вв. に書番號 17 としておさめられている。













ammad Khān) の自立以後の狀況については，1808 年から 09 年にカーブルを
訪れた後のボンベイ總督エルフィンストン (M. Elphinstone)，北西インドからアフガニス




東 方 學 報
370〔165〕
タン東部を踏破し，きわめて詳細な記錄を殘したマッソン (C. Masson)，1831 年から 33
年のブハラ使行のè上と，1837-38 年のカーブル使行の 2度カーブルを訪れたバーン
ズ，マッソンやバーンズと同じ頃にガズニやカーブルを訪れたヴァイン (G. T. Vigne)，そ
の他のヨーロッパ人の記錄がある (Elphinstone 1815 ; Masson 1842 ; Burnes 1834 ; 1842 ;
Vigne 1839 ; 1840)。また第一アングロ・アフガン戰爭 (1838 年) 以後については，イギ
リスによるきわめて多岐にわたる{査と記錄が行われているが，今それらに言8するい
とまがない41)。また冒頭で觸れた『イラン百科事典』の「カーブル」の項で，シナスィ


























































l : i, 571,592 ; cf. Jarrett 1978 : ii, 367, 413-415.
東 方 學 報
368〔167〕
カーブルの方がより優れた立地をHしていたであろうことは，ボンバーチ (A. Bombaci)































れ，ギルシュマン (R. Ghirshman) はその成果に基づいてこれをおおよそ 3 つの時#にわ
代のカーブル
367 〔168〕
けた。すなわち，第 I#が 1 世紀から後 1世紀 (インド・グリーク末#からクシャーンp初
#)，第 II#を 2 から 3 世紀 (カニシカ時代以影)，第 III#を 4-5 世紀と考えたのである
(Ghirshman 1946 : 41)。しかしながら玄奘三藏の記錄と考古$料を綿密に比照合した桑山
によって，ベグラーム第 III#こそが玄奘の見たカーピシー大都城に他ならないことが
らかにされた結果，ベグラーム9跡そのものの7時*解釋は大きな修正を必Mとするこ
ととなった (桑山 1989 ; Kuwayama 2010)。さて，ギルシュマンの見解と桑山による年代修
正を勘案するなら，ベグラーム第 II#と第 III#の閒にはあるy度の時閒のギャップが存
在することになる。桑山は第 III#の始まりを早くとも 6世紀頃と見ているが，これに從










































の如く 9世紀末から 10 世紀初めにかけて，カーブルのまちにムスリムとヒンドゥーとが
ともに暮らしていたことを報吿している。一方，パイマンによればテペ・ナーレンジ佛
敎寺院が最も擴張され發展した第二#は，サッファールpによる征vが行われた後に









やくても 6 世紀のことであり，さらに大發展をmげるのは西突厥がエフタル (Genuin
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Kābul in the Premodern Period :
Historical Shifts of the Regional Center in Eastern Afghanistan
Minoru INABA
There is much obscurity in the history, especially the pre-modern history, of Kabul,
the present capital of the Islamic Republic of Afghanistan. In this paper, an attempt has
been made to elucidate as much as possible the history of the city from ancient times up to
the 18th century, by integrating the results of the researches on the literary sources, the
analyses of archaeological materials, and numismatic studies. As a result, though still
provisional, the following conclusions have been attained : 1) In eastern Afghanistan, the
regional center shifted according to the politico-military setting among three historical
cities, that is, Kābul, Kāpiśī, which was located at the archaeological site of Begram about
50 km by map to the north of Kābul, and Ghazni, which is located 140 km to the southwest
of Kābul and flourished from the end of the 10th century as the royal capital of the
Ghaznavid empire. 2) Those shifts of the politico-economic center of the region had
been related to the geographical circumstances characterized by presumably limited
agricultural production and enormously vigorous mercantile activities.
